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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

中間連結会計期間
第50期

中間連結会計期間
第49期

会計期間
自2024年８月１日
至2025年１月31日

自2025年８月１日
至2026年１月31日

自2024年８月１日
至2025年７月31日

売上高 （千円） 1,579,721 1,551,333 3,204,763

経常利益 （千円） 316,096 90,749 619,334

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（千円） 210,292 56,313 417,508

中間包括利益又は包括利益 （千円） 231,336 82,717 338,262

純資産額 （千円） 5,258,275 5,373,931 5,365,134

総資産額 （千円） 6,145,292 6,280,811 6,241,588

１株当たり中間（当期）純利益金

額
（円） 54.26 14.53 107.73

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 85.6 85.6 86.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △46,102 145,294 277,083

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △21,722 △166,330 △87,894

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △106,490 △77,023 △109,684

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 3,505,216 3,660,300 3,750,968

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当中間連結会計期間における我が国経済は、エネルギー価格の高止まりや金融資本市場の変動、地政学的リ

スクの変動による影響、また米国新政権による経済・外交政策の世界経済に与える影響に加え、国内では物価

上昇の継続に対する懸念がありましたが、国内での経済活動の活発化によって、景気は緩やかな回復が続きま

した。

情報サービス産業においては、企業のＩＴ投資意欲は幅広い業種にわたり、新しい戦略的で厳選されたＩＴ

需要や働き方改革・人手不足への対応やデジタル化による自動化・効率化・省力化等システム投資への需要は

底堅く推移しました。

このような状況の中、当社グループは中期経営計画「ＤＣＸ２０３０」（2026年７月期～2030年７月期）に

沿って、事業ポートフォリオにおける主力であるソフトウェア開発事業については、引き続き堅調な成長を目

指しつつ、クラウドサービスやスマート農業分野においては、サービスを強化することにより事業成長を加速

します。

これらの取り組みにより、売上高は計画水準に沿って推移していますが、利益は、中長期的な企業価値向上

に向けた体制の充実を図るため、戦略的投資計画を反映したものになっております。

その結果、当社グループの当中間連結会計期間における経営成績は、次のとおりとなりました。

売上高は1,551百万円（前年同期比1.8％減）と堅調に推移したものの、中期経営計画「ＤＣＸ２０３０」に

基づく戦略的投資計画の実行に伴い、売上総利益は328百万円（前年同期比39.5％減）となりました。販売費

及び一般管理費は262百万円（前年同期比11.2％増）、営業利益は66百万円（前年同期比78.4％減）となりま

した。営業外収益が24百万円であったことから、経常利益は90百万円（前年同期比71.3％減）となりました。

税金等調整前中間純利益は90百万円（前年同期比71.3％減）、税金費用は34百万円（前年同期比67.5％減）と

なり、その結果、親会社株主に帰属する中間純利益は56百万円（前年同期比73.2％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

(ソフトウェア開発関連事業)

　受注は前期水準を概ね維持し、売上高は1,188百万円（前年同期比0.6％減）となりました。一方で、前期に

引き続き、今後の受託開発案件を見込んだ支援型の案件の比率が高かった事に加え、人件費および外注費の増

加が影響し、営業利益は87百万円（前年同期比64.6％減）となりました。

 

(サービスインテグレーション事業)

　受注は安定的に推移したものの、売上高は278百万円（前年同期比2.5％減）となりました。体制強化に伴う

人件費および外注費の増加により、営業利益は６百万円（前年同期比91.2％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

　当中間連結会計期間末における資産合計は6,280百万円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円の増加とな

りました。これは主に、現金及び預金が90百万円減少したものの、投資有価証券が153百万円増加したことによ

るものであります。

 

②　負債の部

　当中間連結会計期間末における負債合計は906百万円となり、前連結会計年度末に比べ30百万円の増加となり

ました。これは主に、未払法人税等が34百万円減少したものの、賞与引当金が52百万円増加したことによるも

のであります。

 

③　純資産の部

　当中間連結会計期間末における純資産合計は5,373百万円となり、前連結会計年度末に比べ８百万円の増加と

なりました。これは主に、利益剰余金が、親会社株主に帰属する中間純利益56百万円の計上により増加したも

のの、剰余金の配当により73百万円減少し、その他有価証券評価差額金が26百万円増加したことによるもので

あります。

 

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ90百万円減少し、3,660百万円となりました。各キャッシュ・フローの増減状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は145百万円（前年同期は46百万円の支出）となりました。

　これは主に、税金等調整前中間純利益90百万円、減価償却費20百万円、賞与引当金の増加52百万円、法人税

等の支払額88百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は166百万円（前年同期は21百万円の支出）となりました。

　これは主に、投資有価証券の取得による支出115百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は77百万円（前年同期は106百万円の支出）となりました。

　これは主に、配当金の支払額73百万円によるものであります。

 

（資本の財源及び資金の流動性に係る情報）

当社グループは、適正な利益の確保と継続的な事業拡大を図るべく、中長期的な会社の経営戦略に基づき、

各種設備、教育・人材育成等への投資を推進しております。サービスインテグレーション関連では、継続的な

サービス機能の向上に加え、サーバー等インフラの強化、認知度向上のためのマーケティングへの投資も行っ

ております。ＲＦＩＤ（電子タグ）関連では、各種ソリューションとの組み合わせによる、対応分野の拡大、

様々なセンシング技術との連携を図りＩｏＴ分野への参入に向けてのシステム投資を行っております。さら

に、農業に関する活動においては、農業生産設備の維持管理、自営農場での生産活動・実証事業による関連技

術の実用化に向けた新分野への投資や大学との共同研究も重要視しております。

これらの資金需要につきましては、基本的には営業活動によるキャッシュ・フローを源泉とする自己資金に

て対応する考えでありますが、必要に応じて、金融機関からの借入等により対応する所存であります。資金の

調達に関しては主要な取引金融機関とは良好な関係を維持しております。

なお、当社グループの2026年１月末時点における銀行借入等を通じた有利子負債が41百万円であるのに対

し、現金及び現金同等物は3,660百万円と有利子負債を大きく上回り、強固な財務基盤を実現しております。
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

 

 

 

第48期
中間連結会計期間

第49期
中間連結会計期間

第50期
中間連結会計期間

自己資本比率（％） 84.3 85.6 85.6

時価ベースの自己資本比率

（％）
81.7 70.6 69.1

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
0.5 － 0.3

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
182.6 － 2,662.6

 自己資本比率：自己資本／総資産

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

 （注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

 （注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

 （注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

 （注４）有利子負債は中間連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。

 （注５）第49期中間連結会計期間のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシ

オは、営業活動によるキャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりません。

 

 

(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

 

(5) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

 

(6) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

 

(7) 研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,720千円であります。研究開発活動に

ついては、特定のセグメントに関連付けられないため、セグメント別の記載は行っておりません。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社大和コンピューター(E05635)

半期報告書

 5/23



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,912,000

計 6,912,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2026年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2026年３月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,949,762 3,949,762
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 3,949,762 3,949,762 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年８月１日～

2026年１月31日
－ 3,949,762 － 382,259 － 287,315
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（５）【大株主の状況】

  2026年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

㈲ジェネシス 大阪府高槻市若松町36-13 957,361 24.70

中村　憲司 奈良県奈良市 699,370 18.04

ＳＣＳＫ㈱ 東京都江東区豊洲3-2-20 306,613 7.91

大和コンピューター社員持株会 大阪府高槻市若松町36-18 304,404 7.85

光通信ＫＫ投資事業有限責任組合 東京都豊島区西池袋1-4-10 161,300 4.16

京都中央信用金庫 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町91 95,832 2.47

テイネン㈱ 京都府宇治市槇島町十六44-1 76,665 1.97

林　正 大阪府高槻市 75,057 1.93

中村　雅昭 東京都港区 68,903 1.77

中村　眞理子 東京都港区 68,403 1.76

中村　佳嗣 神奈川県横浜市神奈川区 68,403 1.76

計 － 2,882,311 74.38

（注）当社は、自己株式74,762株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 74,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,834,300 38,343 －

単元未満株式 普通株式 40,762 － －

発行済株式総数  3,949,762 － －

総株主の議決権  － 38,343 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式62株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2026年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(株)大和コンピューター
大阪府高槻市若松町

36-18
74,700 － 74,700 1.89

計 － 74,700 － 74,700 1.89

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年８月１日から2026年１月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年７月31日)

当中間連結会計期間
(2026年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,950,968 3,860,300

売掛金及び契約資産 438,902 383,017

仕掛品 2,805 4,767

その他 60,992 62,071

貸倒引当金 △2,241 △3,597

流動資産合計 4,451,428 4,306,559

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 265,304 253,488

土地 796,257 796,257

その他（純額） 35,365 42,654

有形固定資産合計 1,096,927 1,092,401

無形固定資産 10,340 11,954

投資その他の資産   

投資有価証券 568,339 722,018

その他 115,751 149,078

貸倒引当金 △1,200 △1,200

投資その他の資産合計 682,891 869,896

固定資産合計 1,790,159 1,974,252

資産合計 6,241,588 6,280,811
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年７月31日)

当中間連結会計期間
(2026年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,442 8,759

１年内返済予定の長期借入金 6,462 6,462

未払法人税等 97,266 62,693

賞与引当金 62,100 114,858

プログラム保証引当金 1,220 445

その他 317,037 335,151

流動負債合計 491,529 528,371

固定負債   

長期借入金 37,660 34,566

退職給付に係る負債 234,566 238,810

長期未払金 92,037 91,261

その他 20,659 13,871

固定負債合計 384,924 378,508

負債合計 876,454 906,880

純資産の部   

株主資本   

資本金 382,259 382,259

資本剰余金 295,807 295,807

利益剰余金 4,484,822 4,467,506

自己株式 △50,946 △51,236

株主資本合計 5,111,943 5,094,337

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 253,190 279,594

その他の包括利益累計額合計 253,190 279,594

純資産合計 5,365,134 5,373,931

負債純資産合計 6,241,588 6,280,811
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年８月１日
　至　2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年８月１日
　至　2026年１月31日)

売上高 1,579,721 1,551,333

売上原価 1,035,744 1,222,453

売上総利益 543,977 328,880

販売費及び一般管理費 ※ 235,844 ※ 262,187

営業利益 308,132 66,692

営業外収益   

受取利息 245 3,041

受取配当金 － 9,582

受取家賃 2,391 2,445

為替差益 4,024 7,225

その他 1,670 2,038

営業外収益合計 8,330 24,332

営業外費用   

支払利息 196 54

その他 170 221

営業外費用合計 367 276

経常利益 316,096 90,749

税金等調整前中間純利益 316,096 90,749

法人税、住民税及び事業税 107,720 53,366

法人税等調整額 △1,915 △18,930

法人税等合計 105,804 34,435

中間純利益 210,292 56,313

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 210,292 56,313
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年８月１日
　至　2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年８月１日
　至　2026年１月31日)

中間純利益 210,292 56,313

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21,044 26,404

その他の包括利益合計 21,044 26,404

中間包括利益 231,336 82,717

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 231,336 82,717

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年８月１日
　至　2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年８月１日
　至　2026年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 316,096 90,749

減価償却費 17,640 20,590

貸倒引当金の増減額（△は減少） 890 1,356

賞与引当金の増減額（△は減少） － 52,758

プログラム保証引当金の増減額(△は減少) △1,960 △774

受注損失引当金の増減額（△は減少） 2,250 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,196 4,243

受取利息及び受取配当金 △245 △12,623

支払利息 196 54

為替差損益（△は益） △4,097 △7,392

売上債権の増減額（△は増加） △224,974 13,167

棚卸資産の増減額（△は増加） △358 △10,988

仕入債務の増減額（△は減少） △1,807 1,317

その他 △33,630 68,785

小計 76,194 221,242

利息及び配当金の受取額 245 12,623

利息の支払額 △56 △54

法人税等の支払額 △124,686 △88,516

法人税等の還付額 2,201 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △46,102 145,294

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △200,000 △200,000

定期預金の払戻による収入 200,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △16,845 △14,107

無形固定資産の取得による支出 △205 －

投資有価証券の取得による支出 △1,800 △115,121

その他の支出 △2,951 △37,102

その他の収入 80 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,722 △166,330

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △32,397 △3,094

自己株式の純増減額（△は増加） △449 △290

配当金の支払額 △73,644 △73,639

財務活動によるキャッシュ・フロー △106,490 △77,023

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,097 7,392

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,218 △90,667

現金及び現金同等物の期首残高 3,675,434 3,750,968

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,505,216 ※ 3,660,300
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年８月１日
　　至 2025年１月31日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年８月１日
　　至 2026年１月31日）

従業員給与及び手当 50,758千円 54,278千円

役員報酬 38,050 38,477

貸倒引当金繰入額 890 1,356

賞与引当金繰入額 8,720 12,782

退職給付費用 1,122 1,122

研究開発費 3,050 2,720

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年８月１日
至 2025年１月31日）

当中間連結会計期間
（自 2025年８月１日
至 2026年１月31日）

現金及び預金勘定 3,705,216千円 3,860,300千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000 △200,000

現金及び現金同等物 3,505,216 3,660,300
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年８月１日　至　2025年１月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月25日

定時株主総会
普通株式 73,638 19.0  2024年７月31日  2024年10月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年８月１日　至　2026年１月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年10月30日

定時株主総会
普通株式 73,629 19.0  2025年７月31日  2025年10月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年８月１日　至　2025年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ソフトウェ
ア開発関連
事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
1,195,621 286,083 1,481,705 98,016 1,579,721 － 1,579,721

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － 3,370 3,370 △3,370 －

計 1,195,621 286,083 1,481,705 101,387 1,583,092 △3,370 1,579,721

セグメント利益又は

セグメント損失

（△）

248,412 69,834 318,247 △9,763 308,483 △350 308,132

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の

販売等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去及び各報告セグメントに帰属

しない全社費用（研究開発費）であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年８月１日　至　2026年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ソフトウェ
ア開発関連
事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
1,188,833 278,944 1,467,777 83,555 1,551,333 － 1,551,333

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － 1,823 1,823 △1,823 －

計 1,188,833 278,944 1,467,777 85,378 1,553,156 △1,823 1,551,333

セグメント利益又は

セグメント損失

（△）

87,953 6,117 94,070 △27,357 66,712 △20 66,692

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の

販売等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去及び各報告セグメントに帰属

しない全社費用（研究開発費）であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報
 
前中間連結会計期間（自　2024年８月１日　至　2025年１月31日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
ソフトウェア
開発関連事業

サービスイン
テグレーショ
ン事業

計

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス

1,185,090 272,780 1,457,870 － 1,457,870

一時点で移転される財又はサー
ビス

10,531 13,303 23,834 98,016 121,851

顧客との契約から生じる収益 1,195,621 286,083 1,481,705 98,016 1,579,721

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,195,621 286,083 1,481,705 98,016 1,579,721

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の販売

等であります。

 

 

当中間連結会計期間（自　2025年８月１日　至　2026年１月31日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
ソフトウェア
開発関連事業

サービスイン
テグレーショ
ン事業

計

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス

1,167,589 261,949 1,429,539 － 1,429,539

一時点で移転される財又はサー
ビス

21,243 16,995 38,238 83,555 121,794

顧客との契約から生じる収益 1,188,833 278,944 1,467,777 83,555 1,551,333

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,188,833 278,944 1,467,777 83,555 1,551,333

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の販売

等であります。
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（１株当たり情報）

　　　　　１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前中間連結会計期間
（自　2024年８月１日
至　2025年１月31日）

当中間連結会計期間
（自　2025年８月１日
至　2026年１月31日）

１株当たり中間純利益金額 54円26銭 14円53銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額

（千円）
210,292 56,313

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益金額（千円）
210,292 56,313

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,875 3,875

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年３月13日

株式会社大和コンピューター

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笹山　直孝

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大和

コンピューターの２０２５年８月１日から２０２６年７月３１日までの連結会計年度の中間連結会計期間（２０２５年８

月１日から２０２６年１月３１日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算

書、中間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社大和コンピューター及び連結子会社の２０２６年１月３１日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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